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第1648回例会
令和２年12月３日（12：30～13：30）

○ソング
　◦国歌（君が代）　◦奉仕の理想
○スマイルBOX
　◦吉野敬之会長（本日は湊さん、佐川さん、根本さん、大住さん卓話ありがとうございました。女性の会員の

皆様が活動しやすい環境作りにこれからも注力してまいりますので、今後共宜敷くお願い致します。）
　◦堀田一彦幹事（湊会員、佐川会員、根本会員、大住会員、卓話ありがとうございました。）
　◦齋藤孝弘会員（先日のゴルフ、残り2ホールで2オーバー。久しぶりに…。結局42　1バーディーで。とりあ

えずスマイル。）
　◦村上堅二会員（本日は女性会員の方々、卓話ありがとうございました。そして誕生日のお祝い、ありがとう

ございました。）
　◦宮本多可夫会員（本日は女性会員の卓話、御苦労様です。今後とも大いに活躍されることを期待しておりま

す。）
　◦金田昇会員（女性会員のみなさま、卓話ありがと

うございました。老若男女すべての人が楽しめる
ロータリークラブにしていきましょう。）

　◦石部辰雄会員（結婚記念お祝を戴きましてありが
とうございました。53年の長きをかみしめておりま
す。）

A 出席免除を受けていない正会員数 ４６名

B  出 席 免 除 の 適 用 正 会 員 数 １４名

T  全 正 会 員 数 ６０名

C  Ⓐの出席者数 ２７名

D  Ⓐのメイクアップ 者数 ２名

E  Ⓑ の 出 席 者 数 ９名
G ＝ Ⓒ ＋ Ⓓ ＋ Ⓔ

（メイクアップ補填後の出席会員数） ３８名

H ＝ Ⓣ － （ Ⓑ － Ⓔ ） ５５
I ＝ Ⓖ ／ Ⓗ × 1 0 0

（例会出席率） ６９．０％

第1648回例会出席状況� （R２年12月３日)
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■会長の時間� 吉野敬之会長
　皆さん、こんにちは。本日もお忙しい
中、多数ご出席いただきましてありがと
うございます。今月はいよいよ12月とな
りまして、ロータリー月間でいきますと
「疫病予防と治療月間」ということにな
るそうでございます。今日は、それにち

なまない全然関係のないお話をさせていただく予定でござ
います。会長になりますと、皆さんいろいろと心配事等が
おありかと思います。今、うちのクラブでいきますと35周
年でございますので、パスト会長が34名存在しておりまし
て、現在現役で会のほうに出ておられる方が17名程いらっ
しゃいます。その方々も、多分気になされていたんじゃな
いかと思う事の一つに出席率というものがございます。出
席率といいますのは、やはり個人個人の環境で皆さん、お
仕事の都合であるとか、その時に置かれてる環境によって
出席できるできない等は決まるものだとは思うのですが、
やはり執行部といたしましては出席率の善し悪しというの
は自分たちの運営方法に関してあまりうまくいってないん
でないか、出席率が悪ければですね。そういうふうに、自
虐的に思いがちなものであります。今年度の出席率が、昨
年とどうかということに関してはお話はさせていただきま
せんが、今年度はやはりコロナということで、特に皆様方
と個別にお話したことはございませんが、やはりそれを気
にされて出席されない方も中にはいらっしゃるのかなとい
うふうには思っております。現実問題としまして、医師会
のほうではできるだけそういった会合には顔を出さないよ
うにというふうなお達しが出てるということではございま
すが、先週の例会、新入会員歓迎会の席には片倉先生が
それを押して出ていただいたりすると、やはりそれを見る
と私たちも嬉しいなというふうに思うわけでございますが。
これはそういう意味では、出席できない方がいらっしゃっ
ても致し方ないなというふうに思いますし、まさに今年は
そういう一年なんだろうなというふうには思っております。
ただ、先週もちょっとお話させていただいたように、出席
は会員の義務であり権利であると思います。私は個人的に
は、これは権利であるというふうに思っております。先週
もお話させていただいた内容で、やはりいろいろな方とお
知り合いになれるのが、ロータリーの良さであり、いろい
ろな方とお話していろんな見識を深められる場所がロータ
リーである。それがやはりロータリーの魅力の一つでない
かというようなお話をさせていただきました。やっぱり、
それに従えば是非出席をしていただいて、普段お話ができ
ないような方々と膝を交えてお話する機会を有効に使って
いただきたいなと思っておりますし、是非皆様方が楽しく
出席、是非出席したいというふうに思えるように、私たち
も運営側といたしまして今後とも努力はしていきたいとい
うふうには思っておりますので、よろしくお願いいたしま
す。本日のプログラムは、女性会員による卓話ということ
でございます。実は今年度始まった当初からわたくしガバ
ナー事務所にはお伝えしてるんですが、今日皆さんお手元
のほうにガバナーズ届いてると思います。その中に、会員

の人数というふうな欄がございまして、県南分区、白河西
クラブは今年度始まり当初から、うち女性会員というとこ
ろがいつも4名となっております。当クラブには、5名の女
性会員がいるんだと何度もお伝えしてるんですが、どうし
ても一人認められてないようで、これは根本あゆみちゃん
の為に、私は今後ともガバナー事務所とは戦っていく強い
決意がございますので、今日は女性会員として是非お話を
していただければと思っております。ちょいちょい今年の
ガバナー事務所は、いろいろな事務手続き上手落ちがござ
いますので、これはその一環だと思いますがきちんと伝え
ておきたいと思います、今日は、皆さん女性会員メンバー
の貴重なお話を楽しみにしておりますので、よろしくお願
いいたします。

■幹事報告� 堀田一彦幹事
◦国際ロータリー日本事務局：新型コロナウイルス感染拡

大防止に向けた「日本事務局在宅勤務」のお知らせ
◦東白川ＲＣ 小林千秋：地区「10年のあゆみ」資料の件
◦福島県クリーンふくしま運動推進協議会 県南地域協議

会 会長 山下勝弘：令和2年度の協賛金納入について
◦国際ロータリー第2530地区2019-21年度 ガバナー 芳賀

裕、地区幹事 安藤正道：「2019-20年度地区会計報告追
加送付のお知らせ」(お詫び）

◦RI2530地区2018-19年度 ガバナー 平井義郎：[RI2530-
it：260]昨日開催されたロータリー研究会について

◦国際ロータリーデータサービス部：ロータリーのデータ
ベースで情報が更新されました

◦国際ロータリー日本事務局 業務推進・IT室：疾病予防
と治療月間 リソースのご案内

◦国際ロータリー日本事務局 経理室：2020年12月RIレー
トのお知らせ

◦RI日本事務局：財団NEWS12月号
◦国際ロータリー第2530地区 ガバナー 石黒秀司、地区幹

事 関根信：懇親会登録料の返金について
◦国際ロータリー第2530地区 ガバナーエレクト 志賀利

彦、次期地区幹事 蛭田修二：ガバナーエレクト事務所
開設披露式の御礼

■委員会報告
◦親睦委員会� 鶴丸彰紀委員
・結婚記念日
　石部辰雄会員、阿部克弘会員
・誕生日
　今井令雄会員、永野文雄会員、居川孝男会員
　村上堅二会員、大竹憂子会員

（２）

本日のプログラム
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◦雑誌広報委員会� 池田浩章副委員長
　皆さん、こんにちは。それでは雑誌広
報委員会から、今月の「ロータリーの
友」の読みどころをご紹介させていただ
きます。まず、横組みですけども3ペー
ジ。「ＲＩ会長メッセージ」ということ
で、2020年はコロナのパンデミックで大

変であったということが書いてございます。続きまして、
7ページ、世界のクラブの例会は今はどうなってるかとい
うことで、イギリスとかインド、ドイツ、アメリカ、ブラ
ジル等々載っておりますが、ほとんどがオンラインで行っ
てるというところでございますが、アメリカにおいては
通常例会に戻ったそうです。戻ったが為になんか世界一コ
ロナがあるということで、この辺はどうなのかなという気
もいたします。続きまして、10ページ。今月、月間テーマ
ということで「疾病予防と治療月間」ということで、「初
めての国際奉仕事業の楽しみ方」ということで載っており
ますのでご覧になってください。続きまして、12ページは
「どうなる、クラブの今後」ということで、新型コロナ感
染の影響に関するアンケートのパート2ということで載っ
ておりますので、この辺も読んでいただければと思いま
す。福島県関係では16ページに、会津若松中央ロータリー
クラブから会費の免除、減額ということで、今後のさらな
る会員増強のために入会金条項を撤廃しましましょうと
いった意見なんかもあります。そのほか、いわき四倉ロー
タリークラブでは、会員の減少、高齢化ということで、高
齢化によって病気欠席が増えたというような報告もござい
ます。続きまして、22ページは親日国でベスト3くらいに
入ります台湾のことが書いてございます。台湾の台北都市
でございます。2021年6月に、ＲＩの年次大会が行われる
そうです。縦組みは4ページの「環境中の有害物質の健康
に与える影響」とうことで、アレルギーについて書いてご
ざいます。私のことではございますけども、私の息子なん
かもアトピー性皮膚炎で、像の肌のようになってしまい
まして大変なことになったわけでございますけども、小さ
なお子様等お持ちの会員の皆さんはその辺の事情をよく読
んで対策等を立てられればいいかなと思います。それから
最後になりますが、16ページの「友愛の広場」というのが
ございまして、「利害関係のない、本当の友情」というこ
とで、東京恵比寿ロータリークラブの松島トモ子さんとい
う、この方女優の方かなと思いまして読みましたらそう
でありまして、二人三脚で芸能界を生きてきた母が95歳の
時、重度の認知症に罹り誰にも相談せずに退会したという
ことです。読んでいきますと、3年後にまたこちらのロー
タリーに復帰されたそうです。私からしますと、松島トモ
子さんといいますとライオンに食べられそこなったという
方で、ライオンだけかなと思いましたら後で聞きましたら
豹にも襲われたと。豹とライオンに襲われましたけども、
しぶとく生き抜いてきたということで、なんか世界中に有
名な方だそうです。アフリカのウガンダでは、ライオン
カットということでなんかすごく有名だそうです。そのほ
かにもいろいろ記事が載っておりますので、皆さん隅から
隅まで読んでくださいますようお願いいたします。

◦ゴルフ愛好会� 運天直人会長
　来年の1月5日、初打ちコンペを行いた
いと思っております。場所は、「袋田の
滝カントリークラブ」ということで設定
させていただきました。詳細につきまし
ては、後日ファックスさせていただきま
すので、よろしくお願いいたします。

■本日のプログラム
女性会員卓話
◦湊　洋子会員

　皆さん、こんにちは。ちょっと時間がな
いので早口になるかと思いますが卓話を
させていただきます。今回、傷害保険を
担当しておりますので、ドライブレコー
ダーについてちょっと説明をさせていただ
きます。資料を配布させていただきました

ので、資料を見ながら説明させていただきます。今や、事
故やあおり運転などによりドライブレコーダーが普及して
います。市販のドライブレコーダーもありますが、保険会
社での特約によるドライブレコーダーをお勧めしたいと思
います。これは損害保険各社提供しておりますので、皆様
の入られました保険会社にご確認をお願いいたします。た
だ、これから説明するのは保険会社によって微妙に違う部
分もありますのでご了承ください。まず、ＧＰＳにより位
置情報が確認できます。保険会社の提供する、そのドライ
ブレコーダーでね。それによって、レッカーの手配が早く
なります。ＧＰＳにより位置情報がわかると、即レッカー
会社に連絡してすぐ来てもらうという方法が取れます。次
に衝撃により30キロ以上の速度ですと、自動発報されます。
自動発報というのは、オペレーターに繋がります。そして、
話しかけてくれます。そして、大丈夫ですかということで
話をしてくれます。それで例えば応答がない場合は、後で
ちょっと出てきますが、そのように応答がない場合には警
察を呼んでくれます。その現場でですね。怪我ありません
かとか、いくら話しかけても出られない場合には、そのよ
うな対処をしてくれますね。例えば、単独で山やなんか山
林に行ったり、ちょっと遠方に一人で行った時に、怪我で
連絡できない場合なんかは、自爆してしまって本当に大き
な怪我してしまったという場合にはとても助かるかと思い
ます。それと、次に修理工場との連携も速やかになります。
結局、すぐにレッカーで運ばれるので、そうすると連携が
早いのでデータも保険会社のほうに流れますので、そのよ
うな形になりますね。早めに対応できます。それと、ＳＤ
カード上書きとあるんですけども、ＳＤカードは通常、民
間ですと結構早い時間になるような感じなんですけども、
東京海上の場合には7時間半まで持続しますので、上書きす
るまでの間が結構長いですね。市販のよりは長いように思
われますね。あとは、自動的にバージョンアップされます。
これは何年か経つと新しい内容にも変わりますので、そ
れによってどんどんバージョンアップされます。ただ、市
販の場合にはやはり制限があると思うんですね。何年かお
きには買い替えなきゃいけないというのもあるので、そう
いった部分ではお勧めできるかなと思いますね。また、こ
れによって一年間安全運転診断をしてくれます。そうする
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と、あなたの運転はこうですよとか、ブレーキが多いです
とか、ちょっとスピードが速いとか、そういった診断を毎
年出てきます。ですので、聞くところによりますと点数が
出てくるんですよね。80点とか90点という一年間の運転の。
それによって今後、割引の対象になる場合もあるらしいで
すね。東京海上のほうはまだ別なんですけど、もうなって
る保険会社もあるらしいので、そういった面でもメリット
はあります。来年4月から、東京海上のドライブレコーダー
が外と社内の同時映像が可能になります。そうしますと、
後方と両側もある程度映るので可能となりますね。ですの
で、そういった場合に側突とか追突といった部分と、自分
の運転の内容もすべて映るようになりますので、そういっ
た部分で立証できるのがすごく楽になるかなと思うんです
ね。あと、駐車後30分の衝撃などは検知してくれます。通
常、市販のですとエンジン切っちゃうともうそこで映像が
遮断されるんですけども、一応切っても30分間の衝撃は検
知しますので、当て逃げなど30分以内に限定されてしまい
ますけども、映像が映るようになります。今後、どんどん
発達していきますので、ドライブレコーダーもですね。ま
た、それに加えて安全運転装置のある車が増えてきます
ので、事故はだんだん回避はできるかなとは思いますので、
もし皆さんの入ってる保険会社さんでもご相談して、もし
あるのであればそちらのほうを市販のよりはいいかななん
て思いますので、皆さんで検討してみてください。以上で、
私のほうの卓話とさせていただきます。

◦佐川京子会員
　皆さん、こんにちは。私来年3月のお誕
生日で還暦を迎えます。自分ではそんな歳
のこと普段は全然忘れているんですけれ
ども、それで、20、30、40、50、60、70
というふうに、その新しい年代に突入す
る時には、やはり皆さんも同じようにい

ろいろ健康の面であるとか、いろいろ心配すると思うんで
すけれども、私も至って健康なんですけれども、今年に
入ってから病院で私のいつもかかりつけの病院さんに「佐
川さん、早く医者に行ってください。」って言われたんで
すね。それで、なんてことないんですけれども、頭のてっ
ぺんにちょっと腫瘍ができたんですよ。それで、去年の暮
れだったかな。渡辺先生に、「先生、ちょっと私の頭触っ
て。」と言って触ってもらって、先生は「いや、大丈夫
じゃない。」なんて言われて、私も痛くも痒くもないので
放っておいたんですね。そしたら、病院さんが「このまま
放っておいたら佐川さん、はげに見えるから。」って言わ
れて、それは困ったと思って、早速皮膚科に行ったら、こ
れは早く病院で手術したほうがいいですみたいに言われ
て、結局厚生病院で先週の火曜日に一泊二日で手術しま
して、頭部皮下腫瘍摘出手術というものだったんですけど
も、もちろん陽性で頭蓋骨の外側なので頭皮の下という形
だったので、本当に切開して中身を取って縫い付けるだけ
で、2センチちょっとぐらいに大きくなってたんですね。自
分ではただ頭こう触らないような感じで何とも思ってな
かったんですけれども、でも手術もそんなに1時間もかから
ないで終わるというような形で。その腫瘍を見せてもらっ
たんですね。そしたら、ぱっと瓶の中に浮かんでるような

形で、そしたらそれがパッと見た瞬間、なんかイカの目玉
みたいというか、白いんですけれども白くて本当になんか
イカの目玉まるごと取り出したみたいなきょろきょろした
みたいな感じで、自分で思ってたよりもちょっと大きくて
びっくりしたんですけれども。何でそんな腫瘍ができるの
かなと思ったりして。私、自分の兄弟も、叔父、伯母とか
もがんがいないんですね。それで父方も母方も幸いなこと
に身近にいないので、すっかりそのがん的な事に関しては
恥ずかしながらの話、がん検診を受けたことがなくて、市
の保健士さんたちには「佐川さん、いい加減にしてくださ
い。ちゃんと一年に一回受けてください。」とこう言われ
るんですけれども、まるっきり本当に自分はなるはずがな
いなんて思っててやってなかったもんですから、いきなり
そんな陽性だった腫瘍と言われて驚きまして、来年、還暦
を迎えることだし、やはりちょっと真面目に健康診断を受
けなきゃなんていうふうに思いました。それで、局所麻酔
というか、頭のてっぺんだけだったのでその手術室の中で
先生とかスタッフの会話が全部聞こえるんですよね。それ
でちょっと驚いたのが、頭切開してガリガリと削り取るよ
うにというか始まった時に、先生が何とかという機械持っ
てきてと言ったんですよ。そしたら、「何、動かないじゃ
ない。」って話をしてて、電気が通らない話してて「別な
の持ってきてよ。」なんて言われて、別なの持ってきたん
ですけど、それも動かない話してて、しまいに先生が「何
やってんの。」と怒られたりして、いったいこれは何が起
こったんだ、どうなるんだと思ったんですけれども。そし
たら、先生が言ってるのが「肺の手術でも動かなかったよ
ね。直しとけって言ったでしょう。」みたいな話になって、
女医先生だったんですけれども、自分の頭こんな開いてる
形で一体どうなるんだろうと。そして、先生が「全身麻酔
の患者さんだったら何もわからないけど、患者さん全部聞
いてんだよ。」なんて言いまして、そう言われても私は口
を挟む間もない状況、本当にまな板の鯉でこれはどうした
ものかと思って、結局のところスタッフも怒られながらな
んか線をいじったらしくて、「先生、通電しました。」っ
て始まって、その後手術が引き続き行われたんですけれど
も。なんか、手術室ってそんなことがドラマでもあるまい
しとか思いながらありました。とにかく、私が議員だとか
なんとかというの先生とかには別に患者で行ってて何も
言ってないし、先生もそんなことも多分知らないんだろう
なと。只今、私、議会の中で教育福祉の常任委員長をして
るので、白河厚生病院の役職柄というか審議員にもなって
まして、それで年に2回ぐらいなんですけど病院で会合があ
るんですよね。それで、だから手術に使う用具くらいちゃ
んとしておくようにじゃないんですけれども、一言申し入
れたほうがいいかななんて思ったりしています。とにかく、
健康のことは皆さんもそうだと思うんですけれども、夢中
でまだまだ皆さん元気で働き盛りの方も沢山いらっしゃる
と思うんですけれども、今回私はそんな別に命に関わるよ
うな話でもなくて、何かちょっとおできを取ったような感
じだったので大したことはなかったんですけども、やはり
もう還暦ということもあって、本当に保健士さんによく言
われるように真面目に健康に気を付けてやっていかなきゃ
いけないなというふうに思いました。お話をいただいて何
を話そうかと思った時に、来週の月曜から12月の定例議会
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を始まるんですけども、それで一般質問とか、執行部から
提案された議案の審議とか別に、議員が三日間に渡ってい
ろいろ執行部にいろんな事を質問する時間があるんですけ
れども。今、議員は24人いまして、今回は15名が一般質問
ということで通告をいたしまして、私は今回は女性活躍と
いいますかよく言われています。そして、今年はコロナで、
本当に何か震災であったり、それからそういうような大き
なことが起こった時に一番窮地に追い込まれるのが弱い立
場の人たちということがあって、今回のコロナでもやはり
女性で窮地に追い込まれた人が沢山いて、老若男女、女性
ばっかりじゃなくて、もちろん会社とかいろいろ男性でも
大変な方はいるんですけども、特に若い女性いといいます
か本当だったらいろいろ困った時に市役所であったり、保
健福祉のほうに助けを求めていいわけなんですけれども、
我慢強いといいますか、そんなことぐらいでと言っちゃお
かしいんですけども、若いから仕事が見つからなくても若
いのにそういう生活保護とかそういうことにはならないだ
ろうというふうに思ってしまってというか。とにかく、一
時的にはいろいろ駆け込んで助けてもらって、その後いろ
いろ世話してもらったりとかしてほしいんですけども、支
援を受けたりして、あとは自分でちゃんと自立して生活で
きるようにと設計できればいいんですけども、どうも我慢
してしまってる人が多い。そして、いろいろしまいに極限
まで追い詰められて結局事件を起こしてしまうとか、それ
から事件に巻き込まれるとか、そういうことが今年は随分
沢山起きているというか。それで、そういうことになるの
はやはり国なども女性活躍女性活躍といいますけれども、
その女性活躍以前の問題でまだまだ女性自身の意識という
こともあるかもしれないんですけれども、女性ばかりじゃ
なくて日本の世の中自体がまだまだちょっと死語になりつ
つあるのかもわかりませんけども、男尊女卑的な事がまだ
根底にあって、それで女性はやはりまだ男性に生活するの
に、自活ということではなく頼ってる部分が大きいのかな。
そして、男性もやはり女性を守ろうとしているというか、
それが平和な時で順風満帆な時はいいんですけども、いざ
何か大きなことが起こって、その男性が家族を守り切れな
いとかなった時に、弱い立場の女性だったりというところ
にしわ寄せがくるというか、窮地に追い込まれることが多
いんじゃないかなというふうに思っています。市会議員と
いう立場で何ができるかといったら、本当にどういうこと
なんだろうなと自分でも考えるんですけれども、とにかく
学校の教育、やはり今の大人の人たちにもその共生、それ
から家事の分担ですよね家の中での、一番これは大きいと
思ってるんですけれども。女性が活躍しようとか、それか
ら会社とかいろんな組織の中で上に立ってとか、リーダー
シップとってとか、決定機関とかに参画してやっていこう
と思った時に、なかなか女性は引っ込み思案で出て来ない
んだということをよく言われるんですけれども、それはそ
ればっかりではなくてやはり家事であったり、いろいろ負
担している部分が家の中でも多いので、これ以上外に出れ
ない。もう外でも働いてるし、家事も精いっぱいやってて、
その上そういう責任を押し付けられるものまでは、もし家
事がなくてやれと言われたら多分できるという人は沢山い
ると思うんですよね。いろいろアンケートの結果なんかで
も出てるんですけれども、家事の負担割合が女性は大体7割

です。あと、男性でやってるという人は大体1割ぐらいです。
それがまだ今の現状なので大半は家事を一手に掃除、洗濯、
炊事ですね。子供の教育とかに関しては、夫婦で分担して
るというのが随分多いんですけれども、とにかくその3つの
家事、掃除、洗濯、炊事、それをもうちょっと家庭の中で
男性が4割5割、本当は5割理想なんですけれども、3割4割で
も負担を背負ってくれたらもうちょっと女性が本当に生き
生きと働いて、そしていざとなった時に自分で自分の身を
守れるような日本の社会もなってくるんじゃないかなんて
ことを考えています。なんかいろいろ取り留めのない話を
してしまいましたけれども、これまでにさせていただきま
す。ご清聴ありがとうございました。

◦根本あゆみ会員
　皆さん、こんにちは。こういった所で
喋るのって慣れてないもんですから、私
も取り留めのない話になってしまうと思
うんですけども、とりあえず現状報告的
な事を今日は喋りたいなと思って来まし
た。その前に、先程女性会員、私はまだ

認められてないと。よくぞ言ってくれたと。私は唯一、こ
この中で結婚もしてないし、子供もいないと。女の子なん
だなということで納得しました。その中で、今の佐川さん
の女性のやっぱりなんていうんですかね、弱さであり強さ
でありというふうな部分。そんなの聞いて私もそうだなと
思ったんですけども、今のこのコロナという部分で連日テ
レビでもいろいろ報道されてますけども、本当に私の仕事
は居酒屋なので、もう毎日泣きたかったり頑張ろうと思っ
たり、それのずっと繰り返しでやってきました。ただ、本
当に落ち込んじゃって泣きたくて泣きたくてという時もも
ちろんあって、でも誰にも頼れないしどうしようかと思っ
てて、本当に今日は私何を喋ろうかと思った時に、会費も
出せないしロータリーにいられないなって思った部分もあ
りました。その中で、本当に感情が躁鬱になってきて、こ
の間抜けたんですよ。それがちょうどこの間、金田さん
が来ていただいてその時に亡くなった吉成さんが言って
たという言葉教えていただいて、ロータリーというのは要
はポール・ハリスが仕事を分け合うと。その困った時こ
そロータリーなんだと。会員が60人いて、60年の人生だっ
たら3600年の歴史がある。だから、そういうふうな部分を
聞いた時に、ああそうかと思ったんですよね。私はここに
いる人達に甘えていいのかなとちょっと思っちゃったんで、
それを今日は伝えたくてこの場に立たせていただきました。
皆さん、本当に大変な中ではあると思うんですけども、是
非うちの設備は一応三密回避、空気の入れ替え、除菌、そ
ういったものを徹底してやってますので、他のお店もそう
でしょうけども、小さい集まりでいいので顔を見せに来て
いただければと思います。その中で、やっぱり一番助かっ
たのはコロナ禍の補助金制度ですね。飲食店の部分で4月5
月というのは営業停止がかかってたので、本当に5割以下
というレベルじゃなくて8割9割の減で、テイクアウトでな
んとか2割の売り上げを保ったという状態だったので、す
ぐ持続化補助金の申請しまして、200万すぐいただいたん
です。私、本当に早かったんですよね。5月の1日くらいに
は4月の集計して出してたので、5月中にもう200万いただ
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いたんですよ。そこで失敗したのは、うちの会社5月決算
だったんですね。それの持続化の部分、国の部分、あと西
郷村、福島県で合計で260万くらい貰ったんですけど、あ
れっ、そこまで赤字にはなってないぞみたいな。結局、納
税するようなみたいな感じになっちゃったという。でも、
お金というのはやっぱりそういった補助金制度があったと
いうのは、自分にとっては前向きになれるガソリンになり
ました。震災の時なんかは私頑張っちゃったもんですか
ら、原発の保証金、売り上げの補填のやつ、あの時本当に
頑張っちゃったもんですから、売り上げ120パーセントく
らいに上がっちゃって1円も貰えなくて、でもそれより自
分で稼いだ方がいいかと思ってやったんですけど、今回の
コロナに関してはさすがに自分の頑張りだけではどうにも
できなくて、ということで助かりました。私の友達がフィ
リピンでお店を始めたんですけども、ちょっと多少なりと
も私も援助してるんですが島なんですよ、ボホール島とい
う島。結局、外部から誰も入ってこないんです。フィリピ
ン政府というのは完全ロックダウンを、フィリピンで7000
以上の島があるんですよね。その中に、マニラは確かに流
行ってるかもしれないけど、その島自体は発症者が全然い
ないわけなんですよ。それでもロックダウンという形に
なっちゃって、実は彼女オープンして3日後にロックダウ
ンになっちゃったんですよ。で、未だに解除にならずとい
う形で、もう本当に苦しい状態で、フィリピン人あの陽気
なフィリピン人ですら、やっぱり自殺者が出てる。日本の
社会というのは、こういうように補助金制度とか、さっき
言った生活保護とかそういうのがあるというのが、日本の
素晴らしいところだなと私は思います。ということで、し
めさせていただきます。ありがとうございました。

◦大住由香里会員
　皆さん、こんにちは。改めまして、大住
由香里です。私は北真船にあります「デ
イサービスひいらぎ」の代表をさせていた
だいていて、今年7期目走らせていただい
てるんですけれども、3年前に新入会員卓
話でお話させていただいた時は、良い介

護をすればお金じゃないんだ、良い介護をして対価として
お金をいただければそれでいいんだと思ってたんですけれ
でも、今、お客さんが増えてスタッフも増えて、そういっ
たところでだんだんお金って大切なのかなって思えてき
ているところでありまして。あとは、女性女性というとこ
ろで話が来たんですけれども、女性だからなのか、まだま
だ未熟なのか、なんか悔しい思いを仕事上でもすることが
あって、それを愚痴った時にそれは力を付けるしかないな
と。その力というのは、やっぱりお金でもあるんだよみた
いなアドバイスをいただいた時に、もう本当にいやいやお
金じゃないんですみたいな感じだったんですけれども、今
はなんとなくわかってきたかななんて思って、スタッフを
守るため、利用者さんを守るためにやらせていただいてる
んですが、今日はその収入という部分を度外視して、昨日、
白河市の市役所の高齢福祉課に行きまして、お渡しさせて
いただいているこの認知症ケアパスという冊子をいただい
てきました。貰えるのかななんて思ったんですけど、すん
なり40何部いただけて白河市がちゃんと作っていて良かっ

たなと思ったんですけど、こちら私は「ひいらぎ」通所介
護デイサービスやらせていただいている中で、利用者さん、
認知症の方、この頃認知症の方が多いです。その中で、自
分の意志に反して外を歩いてしまう方、家族に迷惑をかけ
る方、そういう方がいらっしゃいます。そういったところ
で家族だけが大変な思いをしているので、外を歩いて行か
れる方が時折自分でヒッチハイクをしたりして「ひいら
ぎ」に来たりもするんですけれども、それもできなくなっ
て交番に届けてもらうようになった。そうすると、交番か
ら連絡を貰うようになりました。そういった中で、お巡り
さんから、またですよ、また来てますよ。今日、休みなん
ですかとか、なんか怒られてるようなお電話をいただくこ
とがあって、ふとなんで怒られなきゃいけないんだろうみ
たいな、そういう方々を守るためにも交番だったり、そう
いうものがあるんじゃないのかなと思った時に、私達介護
職員だけじゃなく全体の認知症という理解が必要なのかな
と、地域で暮らすというのはそういうことなのかなと思い
始めて、このロータリーの皆さんに是非今日お伝えしたい
のは、この冊子の8ページにあります認知症について正しく
理解しようというところに、認知症サポーターになろうと
いうのがあるんですけれども、国の政策でもあるんですけ
れども認知症を知ってもらって、それだけでも住みやすい
地域ができるんじゃないのかなという政策で、白河市でも
3000人の方がそういうサポーターになって、こういうオレ
ンジリング見たことはあると思んですけれども、たまにか
けていらっしゃる方がいると思うんですけど、そういうサ
ポーターになってください。サポーターになる講座を受け
ていただけませんかというお願いになりました。冊子じゃ
なくて、一枚、認知症サポーター養成講座を受講しません
かというレジュメがあるんですけれども、そちらに書いて
あるように企業の単位とかで10名程度以上であれば、90分
の講座を受けると認知症サポーターという形で認知症を理
解できるという形になってますので、是非是非会社の職員
さんとか、そういう町に触れるもちろん家族さんにも触れ
ると思うんですけれど、そういう部分も必要になっていっ
て、ゆくゆくは私たちが住みやすい町を作っていけるのか
なと思いますので、声を上げさせていただきました。是非、
受けていただけるのであれば私を通してでもいいので、お
声かけていただければと思います。よろしくお願いします。

◦佐川京子会員
　先程の私のお話で、私、24日～25日と一泊二日で入院し
まして、26日が臨時議会だったんですね。それで、頭の
てっぺんだったのでまだこうガーゼで押さえているような
状況だったので、黒い毛糸の帽子を被ってそれで議会に
行ったんですね。それで議場が新しくなりまして耐震補強
で市役所ずっと工事してるんですけれども、今まで表郷で
この一年以上、議会やっていたんですが、12月議会から本
庁のほうに戻りまして、それで臨時議会の時に集合写真を
撮ったんですね。次の議会便りの時に、きっとその写真が
載ると思うんですけども、私だけちょっと黒の毛糸の帽子
被ってて、別にふざけて被ってるわけではないので、皆
さん、すいません。なんかこの議員変だと言われた時には、
ちょっと事情があってというふうに言っててください。お
願いします。


